
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 雨に濡れた紫陽花（あじさい）が目に鮮やかな季節

となりました。季節の移り変わりはあっという間です。 

4月に入学した 1年生も、休み時間には元気に校庭

で上級生と一緒に遊ぶ姿が見られるようになりまし

た。 

 6月はあじさいの花があちらこちらで見られるよう

になります。学校にも正門や東門の近くに咲いていま

すが、子どもたちの生活の中にも「あじさい」はとて

も身近な存在です。杉三小では、「あ・じ・さい」を合

言葉に、生活目標を設定しています。 

 

あ・・・「あいさつをしよう！」 

     〇自分からあいさつしよう。 

     〇場面に応じたあいさつを、きちんと 

しよう。 

じ・・・「時間を守ろう！」 

〇時間を意識し、見通しをもって行動 

しよう。 

     〇チャイムを守って着席しよう。 

さい・・「サイレントを意識しよう！」 

〇静かに話を聞こう。 

〇教室移動は静かに右側を歩こう。 

 

年度初めに確認した「杉三スタンダード」にも、生

活のきまりの重点目標として記載されています。 

特に、「あいさつ」は、温かい人間関係作りにおいて

とても大切です。 

「あいさつは、笑顔を運んでくれるすてきな魔法」

という言葉もあるくらい、小さいけれど、気持ちが温

かくなる力を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校の中での様子です。廊下ですれ違う時も、「こん

にちは！」とあいさつをしてくれる、6年生を始めと

した子どもたちの姿が見られます。今年度杉三小に赴

任した先生方からも「杉三小の子どもたちは、あいさ

つがとても素敵ですね。嬉しい気持ちになります。」と

いう言葉をいただきました。 

現在、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、

マスク・手洗い・ディスタンスを意識した生活をして

います。 

マスクで顔全体が見えなくても、目と声で表情は伝

わります。学校全体で、元気で明るい挨拶の声が溢れ

るといいな、と思っています。 

 

 「時間を守る」 

 チャイムは限られた時間にしか鳴りません。時計を

見て、意識して行動できるように頑張っています。 

 

 「サイレント」 

 話を聞く、というのは小学校の学習の中の基本とな

るものです。目と、身体と、心で話が聞けるようにと

常に声掛けをしています。手に何かを持っていたり、

作業をしたり、友だちと話したりしている状態では話

を聞くことはできません。意識を向ける、ということ

は簡単なようでなかなか難しく、切り替えを自分でで

きるように声掛けをしています。 

たくさんのあじさいの花、あいさつの笑顔が溢れる

学校になるように心がけていきたいと思います。 

ぜひご家庭や地域でも「あ・じ・さい」の取り組み

について、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいた

します。 
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令和３年６月号 

紫陽花（あじさい）の花とともに 

生活指導主幹  島田美由紀 

６月の生活目標   気持ちの良い生活をしよう 

 暑くなったり涼しくなったり、気温や天気の変化が激しい日が続いています。今月は梅雨の時期に入りますが、気温

や湿度の高さの変化などで体調を崩さないよう気を付けていきたいです。その中でも気持ちよく生活するために、学校

生活では感染症の予防としてマスクの着用、手洗いの徹底、ハンカチ・タオル・ティッシュの常時携帯の定着を図りま

す。汗をかいたまま冷房の効いた教室の中に入ると体温が奪われ、寒くなってしまいます。汗をふくためのタオルの準

備や、必要であれば着替えを準備いただけるとありがたいです。引き続き、水分補給のための水筒や予備のマスクの用

意もご協力のほどよろしくお願いいたします。 

  


